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　　　　　 シ ・ ス ヂ ヒ ゲ ナ ガ バ チ （盈  
’
蝦 1顔 翩 3P 魚 RZ ）は本州及び北胸道 に分布 し，

　　　　低地 の 〕1と原地方 に は極 め て 普通 の 花蜂で ある。叉 ，
キ マ ダ ラ ハ ナ バ チ （No賜 ‘齬

　　　　ゴで厂1，σ，ぬ 。 S∫1エT の 1ま北 1觸苴・本州 ・　’Jb州 に分布 し ， 此 の 屬 の 蜂 は 野生 花蜂類の

　　　　寄生蜂 とし て知 らA’L
“
C．ゐ る・季州 1唹 て は ・ me と も 4・sn の 候 に 最 も多 い ．・

　　　　　 前者 シ ・ ス ヂ ヒ ゲ ナ ガ バ チ の 生 態に關し
噛
ごは ， 筆者は 1931 年 凍 京蟲之 會研

、　　　 究報告 （1：e ．1，　Pl）．1〜12 ）誌上 に ，
シ ・ ス ヂハ ナ パ チ （vt．nthqphoo

−
ff．．tto−

’
erb　S“ 1［［Fr ＞

　　　　．の 都 紐 以つ て ， そ の 寄生甲蟲 ツ チ ・ ・ ン メ ウ （コfel・のの 生 態と共 に 中間的報告，

　 、　　 を試 みた こ とが ある。．そ の 後，蜂 の 種 名に開 し重大な誤 りを知つ た の で ，、今 囘は
・

　　　
’

此處に前報告の 不備を補訂す る と共に ， 改 め て 詳細 を 發表 し允 い と思ふ 。 最初

　　　
’

c：こ 當つ て ，嘗て の 兼者 の 不 明をお詑 び 申し上 げる と共 に，蜂の 同定 に・就 い て 御

　　　　．盡力下 さつ た丿副 i帝大彦山生物嬰研多じ所安松京三 氏 の 御親切に 對 し
， 衷心 の 感・．

　　　　 謝を申 し上げる。

、
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次 に ， 後者皀防 キ マ ダ ラ ハ ナ ・ ミヂ の 生態に 開し て は，安松 氏 （193s）iこriaL

ぱ ，
κ
觀性 は未知 で あるが 〔原 色日本昆蟲岡詮 ， p．384）”

恐 ら ぐは他 の ぶ0 搬 画

屬の 蠣 と 同様 ， ｛脚 の 花蜂類に 許生 生 瀧 ナ紬 の で あ ら う との こ と で あつ

て ， 今 rほ で 明確 な記 録は働 り た もの で あ る．以 下 に筆者ぽ 之綱 種の 生 態

に關 して ， 觀察の 結果 を記録する こ ととす る。　　　　　　　 ，

筆勸 ・シ ・ ス ヂ ヒ ゲ ナ ガ バ チ の 觀察を開雑しfdの は ・
1927 年で あつ て ・ 擬察

場 所は甲府盆地東部 の 符吹川 の 酉岸 で あつ た ． 9肺 石和 町 の 南束方 萬 年橋 と螢

∫瀰 闇の 堤防約 400〜500m に 亙つ て 本花蜂の 一大楽落が 發逮 して ゐた 。 そ の

後 こ の 第 1 の槻察場は 1932 年に至1勘 河川修理 工 事 の 影響を畳 げ r 跡 方 も無

く壌滅 して 絡つ た。1934 年匠到 つ て 第 1 の 對岸の 堤防に、前 よ 1〕 も逼か に 小

規棋 な第 皇 の 觀察場 を發見 した。然 し，こ の 第 2 の 槻察場 も翌 年に ぽ 又 同樣

工 事 の た め に 滅 亡 に 頻 したが ，
そ れ に代つ て 約數百釆南方 に 當る 祐吹川 の 一支

流 の 堤防上 に 約 100m に 亙 る第 3 の 槻 察場 を 發見した。今 r1に 於 て は ， 筆

者 は主 と して 第 3 の 襴 察場 に 於 い て 調査 を孝斷衷しつ つ あ る が ， 他方第 1，第 2 の

戸醗 駐察場 に あつ ては ，其観年 と共に 周閥 よ b の 移住者に よつ て 順 次 に第 21uj目

の 聚藩が 復興 しつ つ ある。奮爿尺に 復す る ま で に は偉多年の 歳 珂を 要す る で あ ら

う が ， そ の 發逹 の 欺態 を見守 る ζとは ， 筆者に とつ て は 叉特殊 の 興 味が 感ぜ ら

才Lる。

　　　　　　　　　　 11． シ ロ ス ヂ匕 ゲ・ナガ バ チ の 生態

　 1． 活動期間　．本花虫条は春期の 頃に嵩現す るが ， そ の 活動の 期聞は 9d に

よ つ て 相雷 の 差異が ある。δ1は 9 よ b も早 ぐ出現 し初 め ， 且 つ その 死滅は 9

よ b も早 い 。次に 野外 ノ 尸 ト中よ り
’
これに 闘聯す る部分 の み を 摘記す る。記 鋒

に 於 て ，e ＞は花蜂 の 出現せ ざる か又 はすで に死減 したる こ と を 示 し ， （十 ｝は

花蜂 の 活動しつ っ あ る こ と を示す。（十 ）は そ の 程度に應 じて ，（十 γは少數なる

場 合 ， （÷ 十 ）を相當普通 な る場合 ， （十 十 十 ）を最盛期と 三階段に 大別す る こ と

とす る。尤 もこ 〜二に 言ふ と t ろ の 1三段階は ， 集團全體 を 對象 と して J 筆者の 羝

觀的判斷に依つ た もの で
， 正 確な統計的數字を基礎 と した もの で ほない が，これ

．に よつ て 花蜂の聚落 の 大樣 を察知する こ とが 出來る 。　　
．
　　　

’

　　 1927 年度。 4 月 10 日 ♀ （一），♂ （＋ ＋ ）。
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　 1D：
）S　〈1こ度o 　　・5 刃　　　2　El　・　．？　（＋・）置・

’
6A　　（＋ ＋ ＋ ．）0 　　5，丿ヨ　

’
しo　日・　♀　　（＋ ギ ＋ ）， 歪　　（

「
＋ ＋ ）0

　　　　　　 6J ・121．口．・♀ （＋ ＋．＋ L ♂ （＋ ）。

．1卿 年度 ・
呂 月 29、畔 ♀ （一）’　 6s （一）。

4 月 27　FJ・．♀、妊 秘 8 （＋サ ）。

L
　 1934 年度。

4 月 121 ヨ

’
♀
’
（＋ 〉， ♂ （＋ ＋ ｝。　　　　　　

ノ
　　

’「’

　
齟1蛤 5’紺 度6

・4 月 4 日

’
♀ （

一
），
・否，（＋ ）。

』
斗 丿IM 臼　♀ （＋ 〉ジ 杏く＋

・
＋ ＋ ）6 ．

　　　　　　
’4n2Srl ．♀・（＋ ＋ 1，：魯 （＋ ＋ ）。

『
．　　　　

tl’
ド ．．　　 ，

　　　　　， δ 月 5 日　♀ （＋ ＋ ＋ ）・，♂ （＋ ＋ ｝・、　　 ，

　 ユ936年度 。
4 月 τ9 口

鹽
卓 （＋ ），♂ 1＋ ＋ ）。

噛
5 月 ：ilヨ ♀ （幵 1，

’
8　

一
（＋ ＋

’
：f ）a

’

　　　　　　 5 月 2斗 日 ♀ （＋ ）， 診 （＋ ）。

　 1937 年度。
3「刀 27 口　♀ （一）・8・（一）。

4 丹 S 日　♀ （7 ）， ♂ ：（ナ♪。
・

　　　　　　 斗　／j　l2　日　　　♀　
・（＋ ），　ぎ

属
　（＋ ＋ ）0　　4　丿〕　IS　【ヨ　　早　　（

一
ト），　6ト　（＋ ＋ 7←）0

　　　　　　 4　丿」　2り　口　　♀　‘＋ ＋ ），　♂・　（＋ ＋ ）。　昌　ノF萋　7　日　　♀　
’
（ナ† 一），　de

｛

　（＋ ）』
　 1938　ft［弋度。　3 丿「1　2肺　自　　♀　（一〕，　8・　〔一）6　r1　J−，」　110　−rA　　♀　（

一 ），
．ぎ・　（十H−）6

・

　　　　　　 4 ．∫チ 21 ．日　♀ （
F
向十 ｝， 凄 〔＋ ナ十 ）0 　5 丿ヨ tFli日　♀ （十 十 十 ）．，8Z、（十）0

　　　 　　 　 6　丿Zl　　7　　口　　　♀　　（＋ ）i　．み　　（
一）o

　
’
1939　イ1三度 0 　　4　丿ヨ　3t）　口　　　♀　．（＋ ＋ ），　6A　（＋ ＋ ）0 　　5　丿亅　11　日　　　♀　　（＋ ＋ ＋ ），　8　　（＋ 　＋ ）o

　　　　　　
’6 丿蚕2U ヨ　♀ （＋ 十）．，澄 （ナ ）。

｛；丿亅 斗 日．早 〔＋ ）
tt・

♂ ← 〕。．．
　　　 　　 　 1り サ 1，S 口　 ♀ （

一
），魯 （

一
）。

　即ち ， 6 は 4 月上 句IO到 つ て 出現 し初 め ， 1 月下句 よ 1） 5 月上 匐に 亙 つ て

最盛期を現 出し，．G 月上 旬 に 到つ て 全 く、そ の 姿を沒す る。 9 は 6
’
に 比 し約 10

日闇遲れ て 出現 し初 め ，
5 月上 ・ 中旬に到つ て 最盛期と な b

， （i 月中旬 に到つ て

そ の 委は認め られ な ぐ なる、市レて 爾性 と も 量の 活動朔閥 ば絶 2t ？
・
　i・亅で ある。

從つ て ・ 糎 の 活動期閥の 最
＝tywg　vま 6 の み の

・ 又 最後に は ？ の み の 期闘力｛

ある わけ で あ る。但し ，筆者現 在 の 費料 を以 て して は ，伺 一個驪の 出現 よ ．i）死 亡

に到 るまで の 生存 日數 に就い て は ， 術明 らか に され で はゐ ない 。
』
∵

』．．

　2． 3 「
の 習性　　δ は ♀ よ りも早 く．か ら出現 す る 。

昌
體は 9 に 比 して 稍 々

小 さ く， 觸角ぽ遙か に長 い 。比較的 早期に 出現ナる侶1禮 は褐色毛 を窃生 し ，叉 後

期に 禺現 する個體は 白色毛 を密生 する。帥ち體 色に 2型 を區別す る こ にが 出來
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fi

るが ，その 相異は漸 變的で あつ て ，雨者何れ と も區別 しが た い 中聞型 も又 普通

で ある囗　　　　　　　　　　　　　　 ．
’

、、
鹽

… 、．．

，出現 した 3 は1経 H巣 の 附近 に 居 り，．あ ま り遠 方へ ぽ 飛び 去 らな VO。夜間

は附近 の 雜草聞にか くれて 睡眠す るが ， 曇や雨天 の 場 合に も亦そ の 活動 を休止

する。睡 眠に瞥 つ て は，多數 の 個禮が 適當な 場處に集合して ，時 に は 相互 に し

が み つ い たま 」塊欺 を成して ゐ る こ と が あろ。廟通 に は各個體は大腮 を 以 つ て
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　 雜草 の 鰈 な どに 噛 みつ き ， 雨翅は 背上 に 馳 んだ ま 曳熟睡す る。

　　翌朝睡眠 か ら眠覺める7）ぽ 8 時 颯か らで ある。大腮を薫葉力1 ら引き離 し ， 丗

’
少時は雜躯閲に あつ て 體表上 の 夜露が太 陽の 熱に よつ で 乾上 るの を待つ て ゐ る．

　愈 々 雜草間か ら飛 び 出 して 蛛が その 日 の 活動に 入る の は ， 崎天の 日 に 於 て 略 魂

　 午前 9 時頃か らで あ る。か くして 蛛の 活動が 最高潮に 逹す るの は ， 10 時 か ら

　 午後 2 時頃 ま
LE ・

で あ る 。 それ を過 ぎる と
， 蛛 の 活動は漸次に 不 瀛發とな b，夕 ・

　 刻 に は全 く飛翔 を停止 す る。　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　　 6 の 出現の 最盛 期 に 於 て は ， 巣 の 附近 は驚 くべ き多數 の 群集で あ る。蜂の 大

　群は地 上數 十 糎 まで の 高 さ を 縦横 均務 に 遊飛す 7J。飛び 疲 れ た もの は ， 地上 ，

　玳葉上 等に 茄陵して 一旦体息 し J 叉 は化粧 を 行 ひ・などす るが ， やが て 再 び 飛び

　 立 つ て 雲 の 如 き群錐 の 巾 に 入 つ て 行 くd ブ ン ブ ン と言ふ 翅膏ぽ ，1期遊一帶に 氾

　 濫す る。

　　 飛翔 に 際し て は ， 脚は體下 に 收縮 し
， 觸角は前方 に 仲 し た ま まで あ ろ 。清隣に

　 際 し て 脚 を仲す の で あ 7u ”1
，止 つ て 居 る 時…に も觸角ぽ長 く紳した まま で あ る 。 頭

　部 め化粧は前脚 を以 つ て 行ひ ， 觸角【ま前脚を以 つ て 叉 は大腮 の 闇に 入れて 行 A、。

　 胸 ・腹部 及 び 翅 の 化粧は主 と し て 中 ・後 脚を 以 つ て行ふ 。又 厘 々 ブ ル ブ ル と體．

　 を振動 さ せ る こ と もあ る。

　　 か くの 如 く， 出現 した 6．が 巣の 附近 に 多數群飛 して ，それ よ り遠方 へ は飛び

　 去 る こ との 無 い の 1ま ， 育 ふ まで もな く 9 と の 交尾 の た めで あ る。本花蛛は ♀・

　 δ の 闇に 著し い 數 の 相異が あ る。δ は ♀ に 比 し て そ の 數が 極 め て 多 く，
こ

　 の 事 實は ， 交尾 に 際して 恐 ろ し く 6 を 積極 的な らしめ る。又 ，時にば 6 をし

　 て 腱 々 盲目的 な らしめ る。次に 交尾に 關す る δ の 行動 を記す 〜二と とす る。

　　 A ．比 較的・遲 く出現 した個體又 は力に於 て 他に 劣 る側鴨は ， 殆ん ど交尾 の
’
機

　 會 を惠 まれ な い と言つ て もよ い 。 ？ に
・
先立 つ て 多數の δが 爭つ て出現する の ．

　 も，一つ に はそ の 原因が こ こ に あ る の だ と も考へ られ る 。 從つ て
， ♀

閲
を求め る

　 6 の 行動は極 め て眞劍且つ 號 爭的で ある 。

　　 B ． 巣の 附近 を飛翅 しつ つ も，δ は絶 え す
t

♀ の 姿 を探し績 けて ゐ る。 これ

　 は と思ふ 個髏に 對 して は猛烈な勢 を以 つ て 飛び掛つ て行 く。 同性の 3 に 飛び 掛

　 る場合 も可成 り普通 で あ る が ， 時 にほ全 然他種の 昆蟲 に も飛 び掛る こ とが あ る 。

　 筆者 の親察例に よれぱか くの 如 き δ の
ー
襲撃 を受けた もの に は，キ マ ダ ラ ハ ナ バ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

桝 PI．・長 ； シ ロ ス ヂ ヒ ゲ ナ が バ チ の えヒ態 gy

’

「
チ GVo皆｝占畷 κ 洶瑚 宀歪飾 S廟

11．r．），
セ グ 胃 r シ ナ ガ パ チ （1熾 8榔 」繭 σ砂昭 D ．、T，T，．N

trOlt ．EtE ），
ビ η ウ ド戸 ガ ネ （

・
，〜b．）・乏嘛 り，

・
翻 6  隔

’
M σ r5G 】町uL5

’
ll：

r ）等 が あ
齟
る
’
。　　

’

　 C．飛翔 ；
．1亅の 同性の 6　に 飛び掛 つ て共に 地 上 に落下 し，又 t・X 地 上 に 体息 rト

の 6 に 飛び 揖つ た場合に 兩者が組み合つ た ま ま地 L を 轉げ
’
まわ る こ とは稀

V

（｝

な い 。而．も時に ぽそれ に 更に 仙 の δ
’
が 飛び 掛 り ，

か くして δ の み の 圓塊が

10匹 内外に 逹す ＞5 こ とが あ 70： 勿論やが て は こ の 集塊 もその 無爲 なるこ と を感　、

・知 しで ， 火 女 分れ て 飛び 去つ て行 ぐ。

　D ． こ の 性本能は ， 時に はttftの
・
様な δ

’
同志 の 爭鬪 の 場面を 展開す る．地 表 　 　 ・

：に ）k
‘
ツ ボ ツ と明 け られ 海蜂の tLIIM孔叉 は勉東巾の 孔道の 入 fl．が ある と ， そ こ に

は多 くの 場 合 6 が 得機して ゐ る。中か．ら出 て 來る桐乎 を 待 ち績け て ゐる の で

ある．イ収 出て 來 ない 場合に は自身か 駄 つ て 行 くU
．
と もあるがμ欝全體 を 沒

入 させ る こ とは 少な く，す ぐに 叉禺て來 て 從前の 如 く頑張
．
り績 げる 。

’
そ の 場合　　　．

1 例 の 孔に對 して 2 些 以 二1：の 6 が 優 占的地 位 を砂ふ こ と が ある。爾者は大腮

を 開い セ噛み づ き ， 紺ん ホ ほ 禰 τり 轉げ ま は る ． そ の 結果は何れか 1 匹が勝利

を占め る。　　
’1
．

　 瓦　地巾の 翅音に 對 して は施 め て 敏感で あ る。地 表上か らそれ を受信す る と ，

δ
『
はそ の 地 ．點 に急行す る。時 に は 禺て 來る1周體力宝 6 で ある 場合が あるが、そ

、れ で も待機して ゐ た d は ユ度はしが み 弾い て 見る こ とが 多 い 。 ♀ で あ つ た場

合に は ， そ の場で 直ち に 交厂
一
E．す る。

1
♀ が璽i強 に 枢絶す る場合に は ， 他 の 場月梍口

ち
， 葉」二叉 は 花．ヒ等 に 於1て

’
機脅 を捉へ て 行ふ 。

　 F． 交尾 に 際し て は ，δ は ♀ の 背上 に しが み つ き ， 爾脚を 以 つ て 9 の 體

側を翅 の 上 か ら保持す る。觸角 は 絶へ す ♀ の 頭部 を プ ル プ ル と打 ち績け ろ。

その 場合に於て も， 他の 8 が そ れ を發見 して 更 に爭鬪 を 挑む こ とが あ る。 か

くしで 多數の 中惠まれ た 6 めみ が勝利の 榮冠 をか ち得 るので あ る。
t

　 蛛の 蒲動期に 巣の 附近 に 開花す る 植物ば ，
キ ツ ネ ア ザ ミ， ノ ア ザ ミ

，
タ．芝 ボ

ポ ，ハ ハ t グ サ
，

レ ン ゲ サ ウ
，

シ ロ ツ メ ク サ ，カ ラ ス ノ
吊

ン ドウ
，

ス ズ メ ノ．ヱ ン

　ドウ ，
ミ ヤ コ グ サ

，
レ シ リサ ウ

，
イ メ ナ ズ ナ

，
ナ ズ ナ

，
ア ブ ラ ナ

，

ハ タ ザ ホ
，

サ ギ

ゴ ケ ，

．ト
ス ミ レ

，
ノ イ バ ラ等が 多 く， その 他 ノ ビ ル ，オ ホ ィ メ ノ フ グ リ，ヲ へ

’
ビ ィ

チ ゴ
， キ ウ リ グサ

，
ハ コ ベ

，

層
ノ ボ ロ ギ ク 等が あ tt

，が ；蜂は 主 とし て ノ ア ザ   タ

　ン ポ ポ ，レ ン ゲ サ ウ，シ ロ ツ メ ク サ
，

カ ラ ス ノ ヱ ン ドウ；レ ン リザ ウ ， ア ブ ラ ナ
，
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n
　，一ρ

臥v 琵 蟲 ・錦
一
卜 四 卷 第 二 盤

ス ミ レ
，

ノ イ バ ラ 等か ら花蜜を概取 して 食物 と する。
1
花蜜 を 吸牧 す るた め に花

上 に 止 まる 時闇は ， 6 は ♀ よ りも長時閥であつ て ，採集に 際 して 徒手に で 捕

捉するこ と も困難で ばな b 。

　 活動の 中期以 後 に於 て 臨 δ は 殆ん ど 盤毛はす りきれ ， 翅端は 破れ て ， 見 る

も哀れ な姿 に なつ て しま ふ が ∫ 交尾 を遑成 しな い 限 り仲 々 死 な うとぽしな い
。
．

然 しなが ら緋局は巣 の 附近 に於 て クピ亡するよ

　 3． 9 の 習性 　　♀ は 6 よ り も邊 れ て 出現 す る 。 曇 ・雨天及び夜fl．liに は孔

道内に於 て休 臨3こは 睡眠する。活動は ， 午前 9 時 頃か ら午後 4Z時頃 までが 盛

イしで あ るが ，少 々 の 曇天に 對 しで ば 6 よ りも對抗性が 弛iレ ・。飛翔 は ♂ よ
’
b も

敏速セあ る．叉 ，
・
花蜜 を求め て 花．r・た止 ま る時間は a よ 1蕗 短か い

。
　 l

」

　本極は ， 野外め粘土 質の 土 地を好 ん
・
鱒 災す る．砂地に 於て ［ま地 中の 孔道 及

「
び 獨房 が崩壌 し易 く， 飼り 叉 猫房内に花蜜を 貯藏する こ とが 困難な海 め で あ ら

うle夊，多濕に過 ぎ或ぽ乾燥 に 過 ぎる土地 も造簗に は 不適當 の 樣で あ る 。 剤 1荏

の 桀は夫 々 獨立 しで ゐ る の で あ るが ， 逋地 に は 多數の 個體が 群棲す るた めに ， 自

然に 一大聚落とし て 發逹 して 行 く。更 に，「 度適地 に 遭災が 行はれ る と
， そ の 環

境に甚 し い變化が起 らな い 限 り， 奮 集の 一部 は新奥の ため に利用 され る の で ， 聚

落は牛永久的な もの と なつ て 行 く。次 に
’
♀ の 造巣に つ い て記 す こ と とすち 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

　 A ご 造桀場所 の 選定 　 9 は造藁に 嘗う て ， 勞力の 經濟上出來得 る限 b奮藁を

利用す る、集ほ孔道と獨房 と に 匿別 さ身τるが，利用 さ れ るの は 主 とし て 孔道で

あ ろ。獨房は成蟲が耽 出の 際に 掻き取つ た蓋の 土粒が 轉落して
， そ の 内郡 に ，充

墳 して 居 り，且 つ 又 鞍繭が 獨房壁に 附着して ゐ うた め に ，之等 を除去 す る ため に

は相雷 の 勞 力を要する。從つ て ， 作業 の 容 易なる場合に ほ 薦獨房 をも利 r［iする

が 、

一般 には孔道 の みが 利∫1」され る。刹 剛す べ きrg．mが 發 些謎 れ ない 場 合に は ，

至然新た に 孔道を掘 昏な岐れ ば な らな い
。 造 災場所が 択建す る と1孔道 の 先 端

に 獨厨を作 り， 更に 作業 を繼綾 して 行 く。

　 B ． 巣の 爭奪　造纂場所 を探し求め て 徘徊 す る間に ，
2 匹 の ．♀ が 1 個 の 莓

集を爭奪 し合ふ こ と が 稀で な い 。又 ，

一方が造簗 しつ つ あ る際に ， 蜂 の 留守に や

つ て 來た ♀ が それ を我が物 に しよ う とする場合1或は 又 蜂が 棄内に居る に 係

らず他 の ♀ が 弧硬 に そ の 中に 侵入 し よ う と す る場合 何れ も猛烈 な 爭鬪が 行

はれ る。 6 同志 の 間 に行 はれ る ♀ の 争奪戰 よ りも遙か 仁壯 烈で あ る 。
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桝 TS
「
1 長 ： シ ・ ス

．
ヂ ヒ ゲ ーナ ガ パ チ の 亙 態 51

ζ醐 臓 孔道内に於で ；叉は 孑しの 出 口 鯲 て行 鯨 樹 i儲 1ま 大IL臓 以 つ セ噛

合ひ ， 脚を以 つ て 擱み 合ひ ，短 劍を以 つ て 突き 合ふ の で あるが ，よ の 場合とは

異 な b殆ん ど の場 合に於 て 1 對 1；
の 勝負で あ Y

」 。
’
鋭 い絡 鬪 の 翅書は 金 風性 の

響を發す る
・
n 地表 に於て 行はれ る揚合に は ， 兩者 t！ま

’
組合つ たまま地 ≦ヒを轉 げま

わ るがジ噌 端分離 した後に 於 て も更 に 再 び 格闘．に 5 つ る こ とが ある。兩者 の 間

に 勝敗 を決す る もの は；ガ と先取橢 とで ある 。 強 力な もの ， 先取樺 を有す る もの

が 最後 の 勝利 を得 るわ け で あるが ；多 くの 場含力 と先取 搬とは 錆合 して ゐ るも

の の 如 くで ある．敗 者は夏 に他の 不在者 の 孔道 を 採 さなければ な
・
らな い 。或ぼ

又新た tc孔道 を掘 らなければ な らない 6

c ．・
災の 構逝 ．．環 ぽ孔道ど獨 房と に 分れ る．孔道は地 …峰面よ り略 み 遜 直 に地

下 2  ・e50 　enz に逹 して ゐ叡 ド

そ の 直經ぽ
．
　S喝 9m 川 ， 内薗iはす べ す べ と し で 滑

か で φ観 多数の 集が 糊接近 して ゐ る場合に は；孔道は 出 ロ に 近 く，・隣接災の

もの と交叉 しヂ連絡 して ゐ る こ とが 牢）る。
「

　孔道の 先端に 獨勇が ある。
’
獨房は

「
直從 9’v 　10　mm

， 長 さ 20　mn ガ．内外で あ る。

底は圓 く凹 み ， 内面は美 し くみ が き力馴・け ら群て ゐ る
。 僅か に 斜め に ．傾 い て ゐ

るめ 憑あるが ，÷ 股 に は諏i直を保 つ て ゐ る 。　　 ・　　　
ゴ
　

’

　1 個 の 獨房を完成す る と ， 更 に 次 の 獨房 を作つ て 行か なければな らない が ，主
』

孔道よ毎分 岐した孔 道 を作つ て 第二 の 獨房 を營ん で 行 くもの と思 はれ る。 こ の

點に關 して は，舶渚 は未だ決定的な探料韋得 て ゐ なv   　　．

D ．奚 物の 貯藏 幼蝨の 食物は花蜜と花斗祉 め混合物で ある。 拿はそれ を附

近の 花か ら採集する。蜂が 頻繁に訪れ 初 は ，
歪鰭 の 1鰹 場附近 問 堅て は 廉

記 した檬に ， ノ ア 夢 ご， ク ン ボ ポ の 如 き菊科植物 ，

・レ ン ゲ サウ ，

‘
シ ロ ヅメ ク テ

，
カ

ラ ス ノ 功
・
ド ウ の 如 き荳稀 1〔物 ，

ノ イ バ ラ
，

サ ク
・ラ嫩 確 蕎薇科有虹物 其他ア ゾ

ラチj
’
x ミ 噂 ，蟹 腺 の 位置の 深處にあ る もの 〕又 はたと へ 1個め花 として は小

さ くと も 1 塊として大形な jv花セある。

　花蜜 と花粉とは 獨房 内 に 貯 藏 せ られ，唄 鎌に 混合 せ られる。そ の 粘 度ぱ

吻 毳酬 ・ 羈の もの よ
’
1）
’
．も僅力・に 軟か も

．
發掘の 際に 獨房を破損すれ ば 1 そ e か

ら盗れ禺る程変で ある 。 色は黄 色。一種の 映よ い 香 i氣を 有 し；これ を

’
味 はふ と

4ル く酸味 の あ筍
’U’さで あ 7J

， 　 　 　 　 　 　 ．、

　 E ，窟 卵 と卵桀 の 構造　卵ぽ食物の 表面 に 産下 さ れ る。乳白色 で ，4〜 5・nvn
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δ2
亅己 蟲 ・第 一1一四 卷 蕗 ；r：・號

の 長 さ 晒 し・弓形 に 曲つ て e・
’
・ts．弓形 の 晒 を」，rlCし て 食物め 如 1に 温 で

　 覊｝る の
曹
E’ある o　

・

　　 19 測 醐 の 獨房．礎 む カ・は 鵬 か で r…Viが ， り1吻 智の ：ge査に fhi、Clx，、 例
『
に 於て そ の抱 卵數即 曜 iで あつ た ♂ 鰻 ぽ左右 の 2 群に分れ，そ の 外形は各

　　
妊 州 形

’で ある・そ の 上 端は左右力・1［ひ 1．嬾 接し て ゐ る 。 叡 の
・

嘲 ｛蝋 卵

　管 とな り読 右相 糺 て 膣 とな り野 ・ 産卵管に 蠍 して ゐ る読 右瓣 ｛ま更に

　鋼 貰 躙 叨 臘 小 管と な り・ 谷 卵剿 ・撒 卵黼 包と灘 緲 包とが幾 岫 列

　
’
し て ゐる洛 卵剿 ・管は 節 1の 卿 鞄 をイf

一
掬 ．從つ ℃ 全 耳暾 ぽ

・
槻 X

・
2＿ 32

　個 となる。 こ れ 等 の 卵が全部産下 され る か ど 5か は 不 朋で ある旗 蜂の 活動期

　闘 とそ の 嬲 丿止 を考察すれ 拭 鋪 β産下は恐 ら欄 難で あ ら う と鰹 さオ偽 ．

　
・卵集の 長 さぼ 調査 した例に

’
於て 5〜｛加 m で あつ

・
た。　

．
　 　 ・

　　4 個 の 卵・勦 ・管の 中・
『
卵 の 發育順 序は ，

’
次 触 1くで あつ た．B底 腹酪 ：方の

　　もの
・ 跏 i内加 もの

・ 背馗1クト加 もの ；黼 r内加 もの の順丿・F”c1・ある洛 卵巣

　
・謄 鯲 て は1隅 ・近 L・i　9） の カ・醐 次に鮒 して行 くこ とt’t勿論で あ る1

　　
−F ・ 獨助 鵬 1 ’

産卵 を絡 つ 雌 5房は ぞ の 上 杁 瞰 粘土 に よつ で 閉ざ され

　 る ・ 孔道 の 内壁 か ら順 ・fc　ec粘土 e 附茄
・
さ せ て 行 つ で 趣 に ぱ 完全 な 蓋 とす る の

　で あるが ， そ の 蓋 の上方 の 孑磁 も・1・途 まで 土
．
粒 に よつ て 閉ざ 諏 て ゐ る。閉鎖

　
の 楙 欄 1ゐ られ る燃 ；ヨ齢 倣 礎 の 醗 か 鵬 み採つ た も

・
の励 蜥 跏

　
士轢 に よ る撕 吐 が 川 ひ られ る もの と轍 され ろ。

…
　 ∵

・ 『

　　か くしで 拿 は そ の 造巣を行ふ の で あるが ∫蒲動 IVIの 末 期に 於
』
ご は ， 堤防上

　
・は 高 融

一
卜撫 確 す禰 侘：IVi　b［一よ り て 被ぽれ る． 9 が その 災に對す ろ記憶の 正 確

・
　

な こ と に は驚か され る。狩ん ど 誤な くそ の 桀に 曝着 し ， ．繁茂す る雜 畢II匚間 を提 き

分 け て 自身 の 勦 叫 つ て 行く・ 　 　 ．
T ．

　　
4・ 發育經過 　同一

隅 に つ い て i　s．Pカ・ 戦 撫 到 る まで の 裾 流 ’熔 は

　未 だ黻 し て ゐ なv ・
e 從ろて ・ 以

一
F 呼・1繊 一

銘 の は ， 晦 り酬 i・ よつ て 得た資

料 に 基づ ぐもの で ある・然 レ 造鯛闘 聞が相灘 期に亙 つ て Oるた め 1・ ， 早 期 の

　獨房 と欄 の 獨房 との 閥に は洞 r 時耕に得 趨 料 に 於 で 綴 胃上 の 欄聯 泌
’
然的に なつ

マ勅 ・冽 へ ば筆者9得 た材綿 唹 璽 下 の At　1（・で あ ろ。

縄舗鋸 鍔 黜 鋤｛識潔 1雛

の
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．
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圏

．」

卍　’

辱

圏

　 　．1P
　　　　　　．

脚

．．．∴．，

1，late　 I

桝肉 長 ： シ ロ ス ヂ ヒ ゲ ナ ガ バ チ め 生 態

1 3
，

4 ．
、：’　 　

“
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M 昆 」麟 ・ 第
一
「
・

匹1卷 節 ニ ン 號

現 在 發育期關の 明瞭に な つ て ゐ る の ぽ ， 造繭 卜1數 丁〜 9f ・1， 造繭後蛹化 まで の 日

数 ゜田 ， 蛹馳 3じ

烈型圓 島
塁

で 9嬲 締 匝
州 で ある ・ 之等 の

槲 鮹 蝋 な禰 ・ 嬾 畷 噸 發奪翊 騨 軽
　A ・、卵期　卵期 日數は ， 筆者は現在 徇調査し て ゐ な い 。卵は乳白色， 弓 形 コ 凸

ifi，i・e 上 方に し て 食料の 表面 に 淨ん 肋 る・長 さ 4嫡 m
魁 　 一

∵，

B ・ 饗 期 孵 化した幼琴題 ちに餾 を蹴 ：瓶 概 食に 卿 跏 灘 不

明 で ある 。

’
糞卑 を完了し た幼蟲 は骼 を牛 月形 に Illiげ て ゐ るが

， 懺 ミは
．
常態 に 於

て 13 −wl5 コnin 内外で あ 7
。 ； 攝食 の 末期に 於 て ぽ沙 量つ つ 褐色乃至帚鵬 色 の

糞 艦 泄す る・食髄 完 了す ’・i　・c 及 穿々 脚 騨
の 麟 鮒 溝 難 泓5卿

上 方周壁に附漕し， 細長 く， 幅 0．5mm 喪 さ 4−・　6　il　uit ．内タドをあ る ♂ ∵

麟 購 つ 拗 蟲は ・約、
1 日障 騨 し揮

い

燭 納 畔 撃 智繭 齦 瞳
晒

方 夢 廓 1鹹 躍 轡謄 し て ゐ 融
・

∵
上 方郷 は 1蠍 と の 聞 t・ge少？塞隴

胤 て ゐ る・．騨 髄 上 躑 鋼 ・翻 さ禅 鞠 ち獺 ρ
・鵬 磯 濘す る瀚

と
・ や 麺 既 鬮 嘛 分と 測 叶 の

：
1・撞 榔 噸 蓼 軌 一側商iよ 曙

面に亙 る 紛 嘩 形 鹹 し謄面 圃炎蝉 色・，IIXI面 は淡馳 で 榊 r齢 こ の

壷形 の 上部 に は相當に 厚 く，．中高 ， 茶褐色の 荒”こ部が あ る。 こ の 郡分は 繭の 他

の 部分に 比 レ最 も堅 く作 られ ， 側面 の 周縁と の 境界ぼ 牛1撚 たる隆建線 に よ つ て

匿分 され て ゐ る。更に 蓋妝部 の 上方 に は ， 粗絲 を 以 り て 作 られ た茶褐色の 數暦

の 被覆部 を其備す る。各暦間には僅か つ つ の 空處 を殘存す る。か くの
．
如 き聯殊

ρ繭の 栫造は ， 孔道を傳はっ て 流れ 卒る水分或 は叉侵入昆蟲の 害 を 防 ぐもの と

思はれ る。更に又 ，孔道内は種 k の 雜黎り根が ， それ に 滑 つ 1て 容易に 仲長する

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒこ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

こ と が 出來る が
， 荒れ を唸止め る．1：に も却 a に衡 7：つ もの と 思 ぼれ る 。繭は直徑

8〜9加 識 まで 帳 さ 13h．・5　mm 激 麟 帳 講 一。m1 。 で あ る謹 靴
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／tラtL’　 t

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コ
　　　　 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t．ロ 　
’

絡つ た幼蟲 は ， 頭部 を上方 に 向けて繭内 に休 1阯する。　　　　
’
　　　　 ・

　幼蟲の 記載　　成熟幼蟲に 於て 鵑長 1δ ml 墓1
， 體幅 6n1坦 ，頭幅 卸5mIII 内外 で あ る。

全體は乳白色 ， 體は 13 斷よ り成 り，體側に は 肉隆起列が 前後に走つ て ゐ る 。
この 隆起に

遖組 て ， 緇 の 後縁購 面噸 て 隆越 てゐる． 氣隈 第 郷 以下第 ・・節に 到 るま

で
， 各節の 體側隆起 の 上 方 に 存す る。 顔 面 を前 方 よ り見る時，嶺頂の 部分 は 稍 々 内下 方に

向つ て 遡入 し ， そ の 中央には縱 の 勵 鰓 められる。 隲角は中央より稍 々下方に存 し， 乳頭

状突起の 上 に 生 じ，殆 ん ど痺跡的 と な り褐色 ，
1 節より成 る。　穿t頭然突起の 周囲ぽ圓 く膨

らみ ， そ の 膨らみ の 周園は明瞭に凹む 。 特に 上 方左右 の 凹みは 横に 傑い 溝とな る。顏面中
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　　 央は縱に 隆起が 走っ て ゐ る。額片ば梯形に 近 く，中
・
央部1ま隆起 して ゐ る 。

・
上 膊は 篩 面截

　　 斷昧前微の左布に 昏 1 個 の 炎起を具有する。 ．大腮は黒褐色 ， 小腮r『は 鰻色の 小腮舞を有

　　ナる・ 下雕 そ卵囃黴 に近く
・些卿 酬 色を呈謁 下驟 を耐 る ・

　　　ρ 馴 騨 囃 を．1塾 哩
て 勸 に 鞦 して ゐ

琶 彫 懺 の

郷 套

　　翻 雛 略 芦 ・ の 聯 色麟 ・鞭 端 側 郷 ぴ 鞭 ゆ L郷
　　を帶び來 た IP，次第に 黒色に 變化し℃行 く。それと共に頭胸部 は背面よjl，腹部

． 酪 節鰯 よ 曝 變し溺 ｛瞰 脅こ鉗 哩蝉 輩と殆ん 嗣 騨 躍 伝 昂・

　　　 蛹の 詑載 蛹は 體長 ♀ に 於 て

’
i5川 lll

， ♂ に於 て 13 〜UIL オni
「
丙外で ある。體は 背

　　 耐 こ向つ て働 ・に勵 して ゐる．・♀ は e1に J・ヒし觸角踟 力・ ぐ瘋 づ搬 iこぼ 大形なる

　　 貯iに よつ て審易 に匿刃胴
嘲
る こ とが 出來 る。 その 他の 點に 於て は腹端を除彰 爾性間 に は殆

　　 ん ど棚 1は耡 られない ・ 黴 の 内縁麟 々 三
哘 ・ 鞭 の 瀚 嚇 か1識 賦 に 突津す う・

　　、棚 肱 椎 翩い て柄齡 丗は齦 蚋 劇 塑 ・越 へ
・ そオ・よ ‘顔 酵 遡 ・下募 琳

　　 tl　ft　．・・，　efi而 にmsつ て 働 に ラlip．て ゐ る． 初 鋼 駄 ♀ に於て ‘欺麟 に 近く ，

’
　3 に 於下は

　　 腹端に 近い
。
．口 器 は離方に 向つ て 弓形に 突出晦 兩觸角間を後方1：　）Eつ て ゐ る。 脚は 膿

　　 側に沿ひ觸角の 外側 を走 つ て ゐる。 、中1撕背に は後方 に近 く 1 對の 突起 を有 し ， 叉稜状部

　　 に も棚 の 矧 が s・る調 1鵜 黼 i鯲 て 鰍 つ て ゐ る ・

。． ，

。

D・ 柵 槻 黜 し柳 た蛹 騨 些田嘸 梺 翊 ＠ 鰍 韃 な ラ・．≧

　　れ よ 磁 春 鬮 る まで 躡 はtt
’
　IX“−Lpt 冬する．撚 に 到れば繭の 蓋 を：

卿 濁

　　房 の 抽 の 母 襌随 麗 レ 蘇 解 ξ選 ん で 外界 に w，
IA ‘’

“
’
　7・　°

’E’　fO・る ・

　　　 5．寄生昆蟲　　箪者の 觀察 に依れば，本種 の 檗内に寄生生 活をす る ζと が 確

　　ユ肱 の
辱 翊 鵬 ．

2 種及 び キ
マグ ラ ノ ’ ナ バ チ （翫 照 呵 ・・

遡
・1。．S ・rrt・

：
1［） で

　　 あ る。モ の 他に稍 燥不確質 なる もの として ，2 種 の 蠅類が ある。

　　　 並 加δに 就 い て は ， 發育維過 の 略 々 概 要を知 る こ とが 出來た の で
， 近 く他 の 機

　　 會 k於て 發表する豫定で あ る 。 ．うも 最後の 蝿類に 就い て は ， 更 に 充分 の 調査 を準

　　 め て 見た い と思つ
’ciゐ る。本文 に於て は ， キ マ ダ ラ ハ ナ バ チ の 生態に 就い て ， 以

　　 下 に二報告す る こ ととす る。

　　　　　　　　　　 IIL ．キマダラハ ナ バ チの 生態 ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヨぬ み ，
　1．・成蟲の 習性 ・ 活動期間ぽ そ の 宿圭だる シ ・ロ ス デ ヒ ゲ ナ ガ パ チ と略 丸 一

致す ろ。 4 月上 旬に 到れ ぱμ｛現 し ，
6・月上旬に 到 る まで そ の 姿 を 見受る こ と が

嗣 ξ多・減 蟲の食物 は！ii7Ftc開花す 繍 鱆 の 花塞で あつ て 宮 写 ス ヂ ヒ

ぢナ ガ

ベ チ の 場合 と岡樣の 花に多 く來集す る。自ら は 巣を 造 らなやため に ， 曇 ・雨天

及 び 夜闇に は雜草の 間に 力 亀 くれ て体 息叉 は睡眠す る。睡眠は大腮 を 以 つ て 雜草
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・ll【1 巻 第 ご

・
號

　
’
の 莖葉に か み つ さ ，

2 牢の 觸角は 揃 へ た ま ま前方 に 伸し ，
3 對 の 脚は ぴ つ た り

と欄 に冫XFPt， 翅 tl：7・1：　1・　t・・疊 ん だ 遡 で   圷 虹 舷 鮒 庶れ・調 に は

、 灘 もの 蜂が一ケ所 に群 菓 レて 睡 眠 す る こ とが あ i）， 提灯式 に ブ ラ 方 ど 陲

　　して ゐ る有樣 は ま こ と に 興1嘱裟 い こ とが ある，，．睡眠ぼ rl光 の 直坿を 受 1ナて後初

　 φて 破 られ る。翅を ブ ン ブ ン と動 か し初め ， や がて 大腮 を 雜華か ら引 さ離して

　 飛び 出 し て 行 く。 、

　，・飛翔は宿主の 樫 弑 i・ も緩や か で あつ て
， X 一

度 の 飛翔趾膿 よ

囁
それ よ i〕．蜘

帆 拿物越 胱 以 外に 齠 髫に 粧 の 巣の 附遯 彳糊 し で κ凱 雛 の 黼

　を彳わ や る潴 主 磯 加 磁 凱 て そ の 姫 發見する の で 蹠 く1 船 に

　雜 弓
’
〔間 を探 索 して それ に逹 す る a）．で あ る。巣 の 人 口 を

・
發見するや ， 鰯角を 以 つ

　 て 内部 の 歌況 を打 診 し
， 宿 主の 不在 を兄極 め て後 に そ の 孔道 1勺に 潜入 して 行 く。

．
往 々 蹄 診に謎陣 幅 で・垂颶 は1・て m て 來 ・・ e と 7J−tあ 雛 特に 陬 つ て

　狼狽す る杉好
’
は認め られ な し・。又 ， 宿主 た る シ ・ ス チ ヒ ゲ ナ カ

’・・チ も ， そ の 1瀰 τ

　‘こ對す 多が如 き猛烈 な格闘 を挑 i｝払i・ら7a　Y・。筆客は宿主 とノ
1｛弾k蜂 と の 間の 格糊

　　らし い 格闘 を斗ずビ
厂 廉も槻察して ゆな い 。喉 II町こ

・
造巣の 邪魔 者を 遭 ζ川除け る 麗

　 陵 に 過 き
’
な 矯の で ある。

　　 か くし て
， 造纂巾 の 宿三ヒの 檗を發 隻ε

’
し，そ の 不 在 の 虚に 乘 じて 卵 を産下す る も

　 ・の と 思はれ る。

　　2・發育經過 ． 卵は宿主嫡 罫鵬 入に 塵下 さ9
・
しるで あ ら う．t とは ， 略 々 推察

腿 るの で あるが
1華 蒋齢 1眛 規 の 材料 鮒

’
⊂ ゐな い

。 幼蟲 は 襁 の 幼蟲

の 餅 蜘諏 し て 織 す る図 ・種 の 綴 を得融 励 に るま請 主の 贓 は．嫐

　
・は 見甞らなか つ た。恐 ら ぐは木種 の 幼蟲 に よ つ て 殺寄 されて しまつ た もの で あ

　 ら う。幼懣 は食料 の 上に 浮 んだ まま食事 を繼絨するが ，攝食期 の 末期に は茶褐色

　ノ聴 器 絶 の 糞 を排泄す る．糞は宿主の幼蟲 の もの に 比すれ ば遥か に 短 小で あ

　る・嬾 嫐 唹 て は ， 幼蟲 の aStt前後醐 の 細 まつ 瞞 錘形、糞翼齦よ帥 紬 げ
’

　動かす こ とが 出來 る の で あ るが ， 脱糞 を完了ナる と共 に 褞は稍 々 收縮 し．Ld．つ 固

定 化 しで行 く・同時 略 色は乳 1角色 よ 脂 厩 瀧 有す 纏 艶 ｝・ 變化 する
。

　　幼蟲 の 讖 雕 化 塗 幼蟲雌 體戴 色波 膚1湘 當の 礎 掛 つ て 励
， 欄 ；て

・
葡 懺 に 擱んで も擲 號 與へ る贓 こ とは ない

． 隴 13 徽 り励 ， 第 輔 醐 近

　 を鏡 と して 直角に 近 く鈎形 に 曲つ て ゐる。
’
各鰰 ま，椒 こ背面 に 於 て節立づ七居 り， 膿側に
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は 醐 麥に 走 る隆起が あ る。　第 2 乃 蟲第 11 節 に は 鞨色 の 明瞭な氣門 を騰側隆起 の 上 方背

面 に 脊 」
『
ろ 。 頭部住略 々 矩形， 頭長 O膿　 ll］：11s 頭幅 ］．Znnlb 内夕Fで ある。　頭頂 よ り虜価

に 掛けて は略々 ZF
面 を 成 し， その IE中線 に 沿 つ て 淺 い 凹み があ り， 更に それ よ り分れ て 左

右 に 走る凹み が ある。
層
觸角は 顏面 の

’
ド方に 近 く，稍 々 隆起せ る部分 の 中央 に 存 して 裼色，

1 節よ り成る 。 額片 と上膊 との 境界は明瞭ならず， 上属の 前繰に は黒褐色の 棘状突起を左

右 に 有する。大腮は 凭較的強 大，先 端 は黒碣色を 呈 レ， 左右 は末端 が相接 して ゐ なし  　下

唇及 び 小腮上 には 黒褐色をなザ ド膊鬚及び小腮鬚を各 1 本有する 。 體長 12〜賊 エリm
。

　本種の 幼蟲 は繭を造 らす ， 鶻が 固定化 した後 はそ の ま、ま宿主 の 獨房 内に 体眠

す る 。 こ の 間に於て表皮は撒 ぐ剥離す多牟 それ を除素した後の 幼蟲は實 に 見事

な光灘 獄 る乳黄節 ある誑 者娜司育し徽 例の 騨 に 於 て は 催 鵬 そ9
休眠は翌年〕更まで 繼紐iした。皀pち 1937 年 11 月發掘の幼蟲は翌 193S 年 S 丹

’

下 旬に到 つ て 蛹化 し ，
9 月巾旬に 到つ

』
ζ朋 化 した 。

，叉 ，
193S 年 s 月下旬に 發

掘した蛹は 9 月中旬に 到つ て 朋化 した。叉，1939 年 （1 月に得 た幼蝨 の 中，大

形 焔 もの PX
’
　S　J・

一
！下 雛 剰匕？

9 ．月二陶 に 到 つ て 砒 し雑
1彫 なる 砂

は そ の ま 鱒 鍬 難 入つ て 領 ド到つ て ゐ ろ・．列匕し孝麟 燗 斗現 す 御 哄
更に 翌年の 聯 で あ る。epち，本種 は卵 よ り成轟 の 出現 に 剄る まで 2 ケ 年 を要す
♂

る こ ととな る。 從っ て 2 年 1 回 の 發生 をなす極 め て興昧ある習性 を有す る e

　蛹ぞ）記載 ．複眼の 内縁は殆ん ど
ZF

庁， そ の 内側こ は ・5 個の 棘状突  曙並 ん で ゐ るg 鰯角．
は 左 右に 開き ♪ 柄蹄の 末端は複眼の 丙縁 に 達 L ， それ よ り略 々 直角に 折れ 曲つ て 殆 ん ど

ZF

行に畿方 に牽つ て ゐる。 舌は 弓形 に前方に突出し， 兩觸角聞を後方に 走 り， そ の 末端 ば腹

郡前端 に ま で 謹するむ 舌端は 體 よ り遊離 して ゐる 。 脚は 觸角 の 外方を後方に 挿びて ゐ る

が ・ 觸角 に 接觸して ゐ御 琳 前脚の みである。 胸背 に 1摂 列總數 14 個 ・稜 状部には 4 列

總數1 個の 棘状突起を具へ て ゐる。腹部 は 比較的肥太 ， 側方背面 に ｛よ各節に 褐色 の 氣門を

有す る 。 胸腹兩部 の 境界は その 縊 凵が 甚 L くなL　’e 體長 1：）一一lo「　llnn 内外である 。　
唱

蜥化 直後は蠅 乳黄色で あ る が ， 最 初に翻 版 ぴ 羅眼 が紫羯色を帶び て 剤硲 。

次 〉・で 顧 ・胸部 購 鰍 り， 凹夏部酪 醸 縁 よ り順次 衣艶 を帶ぴ Ol
’
E　tdり試

第 辷成蟲 の 色彩に 變花して 行 く。蛹期ぽ約 4 週胸内外
1
費ある。

　成蟲 が 羽化す る の ぽ 9 月中・下旬 で ある。朋 化した 成蟲 は 年内には 出現 せ

歩，そ の まま獨房内に越冬 して 翌春 に 到 つ て 初め て 外界 に 脱 禺す る こ とは ， ず

で に述 べ た と こ ろで ある。
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ー

る昌 昆 蚩 ・第 十 四 卷 第 二二 脱

　　　　　　　　　　　　　 IIV．，要　　　 約

メ
・

瑚 よ・ 1騨 馴 啄丿ll・・F−C・地 4・・冠 … 1郷 に 行つ 鹹 嘩 遷職 た

秀の
’C’ある。　．　 ：

’
，　　 ．　 ．．♂ 　　　　　　

“
　　　　　　　　　 b　　

層
．
．

・1． シ 以 ヂ ・ヒ ゲ ナ ガ バ ヂ ：繊 ・・撒 頃 旗 齡 P蜘 筋 〉 は 日駒 の よ 畔杜 質

の 土地 に好 ん
Lさ造集す る。環 境が 造災比邇 して ゐ る場合 ICは ， 廣大な 聚落を發

igi。，，V ． 。 と、鞭 軌
∴ 　 　

’
．∴ 　 　 ・

9， ♂ は 4 月上 句 よ り 6 月上 旬え・蚕llる まで 陣 は 4 庫1殉 よ り ‘三 t・i・・F，・’…）

に 到る まで 瀬 ナる。9 の 造 撫 i働 が 最高潮 礎 ずる の は 5 丹距 ・陶 で あ る 。

3， 6 は ？ 眦 しそ の ｛臘 數力・齣 ℃ 多“．S ・瀬現あ瘉繝 は 4 封下

句 よ り 胡 上 句 ectt17」 季節で あるが ，留あ季節に 麒 の 附近は群飛ナち
．
蜂の 雲

に よつ セ槻はれ る。

　4．　δ の 性オ蛸旨は極 め て 弧烈 で あ つ て
， ♀ を鱒 るた め に は δ 伺志 の ll，｝1に 嘆

飛 格闘が洫 ぜ られ る。時に は｛躪 昆鍛 を ♀ と見誠つ て ，それに 飛び 掛 る こ と

も稀で は な レ・
。　　　　　

・
　　　　　　

「『−
　　

”

　
・
　　　　　　

’
　　 ・．

　5， 菱尾 は花上 ， 葉 ．El地上 に 於で行はれる 。 6 ば野韋ゐ花蜜 を食物と す る。

夜闇睡眠す る場合に は，大腮 を以つ で 雜草 の 葦葉に噛 みつ き ， 中室に下垂 ナる こ

と が 多 い 。

　 6． ？ は 造 災に際 し て雷集の 孔 道を利Jljす る 。 ？ 11・司志 の 閲に は 孔道の 争 奪

1
戰が行 はれ る こ とが あ る が ， 勝敗 を決す る の は力 と先取椹

’
と で ある 。

　7， 孑L道 は直徑 s〜9 。叫 深 さ 20〜50，m ， そ の 麟 ilに楜重影 の 獨房が造 ら

．れ る。獨房は直徑 9 −・・IO ）rml
，

・長さ 20　mm ，垂直に 近 く・造 られ て ゐ る．

　8L　 9 は幼罎 の 食物 と して ， 獨房内に 花蜜 と花紛 と を貯賊する。鞭 材料 は 一

樣 に 混和せ られ て ，牛黼 llノこの 軟謎 で あ樹 食料の1羃 ゆ omm 内外セある。

・・ 卵飆 白色 ・ 弓形灘
’
4〜ゆ ・ 餓 蕨 面 に 軒 さ れ 多・ 1

，rの 卵

勦 に は凡 t’　 s。 個 の 卵が 内戴 され て ゐ る が ，．♀
．
嚇 卵獨房撚 明 らか で な い ・

　 10． 獨房はそ の 上 方 に粘土 の 蓋が な され ，
叉 それ に 績 く孔 道の

一
｝緻ま土粒 に

よつ て 閉され る。孔道の 出口は開放 の まま に放置され るもの の 如くで あ る 。

　 11． 幼蟲 は花蜜及 び花粉 を攝食し て 生長 史る。成熟幼蟲は鵲長 15mm 　IYF

で あ る。獨房 の 上 方 の 壁に 向つ て 脱糞 し ， それ が 絡る と茶褐色 ・壷形 の 繭を造 る，

廴

f
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’
，・・9・ 黝 勲 部分は鄰 識 の 部分賜

い ・
、．麹 よ蒸 鯲 “こ 數層 の 被脚

　　
・

醐 レ幅 ・、鰤
直璽

舗
凹

・購 鱒讐即 製
δ

唖 騨
部 の

　　　　厚 ・は ・− G … 毎 観 貯
’・7

臥 ∴ ．
’
：ン・ ・層

 
・ゴ

’

．．

　　　　　　・3・ 嫐 は戯 ・ 噸 ゆ 蝉 化‡る灘 騨
1r
「手 

酬 で あ

　　　　　・醐 ・約 ・餌 麟 即 戔・
輝 雌 盞蟹 ．購 は そ の まま繭内lec

　　　、

越

鐸灘 諜 嬲譲議驫 扁 屬 麟

　　　　　懿 畷蘿 聯 幼轟 噸 驚騨
・啝

・ 生購 ・

　　　　　　1t5， シ ロ 家 ヂ ヒ ゲ ナ ガ パ チ の 巣 内 に 寄嘘 ナる キ マ ダ ラ
’
ハ ナ バ チ （tXTo

・
tni
’
−clfe

　　　　 ゴ’脚 瘤 r‘ Slrvg　EI）
．
　tま 4 丹王旬 よ り 6 月上 旬に到 る まで 澑動す る。花蜜 を」ミ物 と

　　　　、 し ， 夜間は雑草間に 大腮 を以つ て 下垂して 睡眠す る 。

　　　　　　・6・ 宿主 の 髞 屯 そ の 不在 の 機醸 じて 勦 購 入する ・ 卵ほ 粧 の 笥鶚

’
　 内薩 下 さ祕 もの の如 ，《渤 蟲ケ爵 藏さ れ た餉 欝 食 して 生長す る ・

’

　　　　　　17．成熟幼蟲は鶻長 12〜1壬nml ，、繭ば 造 らず ， 脱糞後ぽ 獨房内に ・休［1民す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i’

、．． 鮪 鷹 贈 は ， ．1殿 は勤 ・灘 錦 ま磯 績する・

　　　　　　・8・
．、鱗 畆 月卞晦 1iっ て rilflJ化 L，

・ n・・1； ・ 柚 圃 ？てm化す る沸 は

　　　　　膿長 12〜15mm である。羽化した成鑓 は年内には 出現 せ す ， 更 に 翌春 に 到 る ま

　　　　　で 躅房内に休 慰して ゐ る。

　　　　　
t19

． 幼蝨 の 休眠期 1 ケ 年 を常態と 克做ず時 ，本寄生花蜂 は 白年 1 圓の 發生

　　　　　をなす こ と と なる。 こ の 黔甚だ興味ある事箕 と言はな けれ ば な らな V  　　 、

　　　　　　以 上 を 以 つ て 本研抗 の 記述 を経 る こ と とする。不備 なる黜 に 就 い て ほ 他 日更

　　　　　に追補するつ も りで あるが
， 同學謝士 の 御叱 正 を希望し て 止 まな い 。

　　　　　　　　　　　　　　　〔附〕 シ ロ ス ヂ ヒゲ ナ ガ バ チ の 1 雌雄 型

　　　　　　上記 の 生態觀察中，1937年 4 月 29 日笹吹川畔 に 於 て 偶然 に 入手 した の が ， 以 下に記

　　　　　 載す る 1 雌雄型 で あ る。　　　
’
　

・
　　　　　　　　　　　　　　　　 一

　　　　　　記 載　左側は ♀ゼ 右側 は 8 の 個體で あ る cr 體 は 黒色 ， 頭胸兩部に は稍 々 大な る點刻

　　　　　 を ， 叉腹部には 微小な る點刻を密布す る。 但し腹部各節の 後繊 に は 點刻を缺き
『
， 光澤を 有

・

　　　　　 す る。 全體 に 黄褐色乃至 黄白色の 毛 を生じ， 特に 背面に 長毛を密生す る。 但 し左牛 （♀）

　　　 　　 は右牛 （♂｝・よりも
一
般 に 粗毛で ある 。

　　　　　　複眼の 丙縁 は略 々 平行， 顔面 に は 正 中線に沿つ て 1 縦溝走 り， 兩觸角問に於て は 淌失す

　　　　　 る。 且 つ 兩觸角間は催か に 隆起す る 。 觸角は 左方 （♀ ）は 短 か く右方 （捺）は 長い
。 額
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マ

風｝ 琵 蟲 ・第 十 酉 卷 第 二 號

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぜ

　　　　　　　 第 2 圖　　シ ロ ス ヂ

’
e ・ゲ ナ ガ バ チ の 雌 離 型

　　　　　　　　　　 　　　 A ：全　形 ，
ll ： 頽　面．

’

片及び一t：一
’
eは 左牛 （♀》は 黒 色， 右牛 （訃 ） は黄色を 吊 し，

』
．口つ 前者は後者 よ りも僅か に

廣大な るたあ鰤 iは 誚々 歪 ん で 見え る ．

幽
大腮は 左 方 〔♀）は 右方 （e ）よ り癒 プぐ砺 るげ

　翅 は 透明， 僅か に 淡碣色を帶 び ， 翅 賑及び縁紋は 黒褐色 ， 左方 （♀）は 右方熔 ） よ りも

少 し 帳 い ・ 脚 収 左牛 は ♀ 右牛 は ．e ・皀ロち綴 脚の み 脛鰍 聯 1 贓 に 圃毛甥 ，
生 し花粉採集器 と なつ て ゐる 。

こ の 蔀分 1三は採集時既に 少 量 の 花粉を附着 しkゐた 。

　腹部 は 6 節 よ り成 り各節 の 後縁 に 臼毛 を密生 し，第 1 乃至第 4 節 に 於 て は 幅狹き白

蔕 とな る 。 第 ・5 ・6 節 に は 腹背兩面 に 褐毛 を混生 して ゐ る。 腹端 の 針は 正常型 の ♀ に

於け る よ りも明らhrに 退化 して ゐ る 。

　　測 定 ： 頭長 LO 川 111
， 胸長 5．01川 n

， 腹長 7．5 川 m
， 頭縦 4・δnl 川

， 胸幅 4・｛｝川 1））
， 腹幅

　　　　　6・り1】ml
， 觸角長 左 6，（1 川 m

，　li・　11．Om 匚1］t 前翅長 左 10．511 川
， オ11｛｝．〔｝11’ttll 曹

ー

第　1 圖　版 睨 明

　　 1． シ P ス ヂ ヒ ゲ ナ ガ バ チ （最 己僻 ‘耐 が

　ノ瑟磁 窃 1，9：Ri ：Z ） の 獨 房 ， （徑 8− 9　m ］iix 長

　 さ 21｝亅luu ）0

　　 3，獨 房上 方 の 土 新 の 蘓i
。

　　 3・繭 （ilY．　S79111mx 長 さ 1δmm ）。 　 ，

　斗・繭 の 縱斷面 。

　δ．醸 の 蓋 。

　じ．雌蜂 の 准 网 卵集 の 外形 （長 ＄ 5馬6

nl ■11）。

　7・　項”茸レト碧； （長 さ　5
〜〔5 匿111 陶リo 　　　　　　，　、

　　 s・卵築 の 撰斷両 。

　　・9・卵 （長 さ 4− 51馳ml ）。

　　10・幼蝨 （長 さ 13〜151hln）。

　　11・幼蟲 の 頭 部。

　　1　L，・蜥 （長 さ 13〜15川 m ）。

　 ］3． キ マ ダ ラ ハ ナ バ チ 　〔珂b曜 雌 ‘

javun，i．ea 　s｝rlTIT）の 幼 錨 （k さ 1L，nyil

nm ゆ。

　】墨・幼蟲 ¢）頭部 。

　1・5・鯒 ｛亅鬲司 多11un ）。 ．

1

F

l
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